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電気料金の原価（2014年 5月改定）と 2022年度実績の比較について 

 

 

（注 1）特定需要部門の原価は、直近の料金改定時に算定した額のうち特定需要に係る額 

（注 2）2019 年 4 月に、既存火力発電事業を JERA に統合したことに伴い、2019 年度実績より 

汽力発電費が購入電力料に振替 

（注 3）2020 年 4 月に、販売事業・送配電事業を中部電力から分社したことに伴い、2020 年度 

実績より水力・原子力・新エネ発電費が購入電力料に振替、 

   送電・変電・配電費が接続供給託送料（その他経費）に振替 
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